
２０２３年３月
文学部日本語日本文学コース

＊新２年生のみなさんを歓迎します。上級生のみなさんには、より
専門的な課程で、自分の研究テーマをみつけ、新たな発見に取り
組んでください。

＊【２】日本語日本文学演習（必修）を十分に確認して、３月８日
（水）１５時までに演習科目（必修）の希望登録を済ませてください。

＊３月６日（月）にZoomによるガイダンスを実施します。ときく。



【１】
日本語日本文学コースと

カリキュラム



日本語日本文学コースとは…

日本語と日本文学に関するあらゆる領域に
ついて、基礎的な知識を得るとともに、各自
の関心のある領域について、深く分析・研究・
批評する力を養います。

日本のことばと文学に関心をもち、体系的に
追究したいと考える人にとって、最適のコース
です。



カリキュラムの基本理念

日本語学・古典文学・近現代文学の

３領域を一通り体系的に

学んだうえで、

卒業論文にむけて

自分の専門分野や研究対象を

絞っていく



専任教員 日本語学

上野和昭教授（音韻）

森山卓郎教授（文法）

澤崎 文准教授（表記）



専任教員 古典文学
高松寿夫教授 （上代文学）

陣野英則教授 （中古文学）

兼築信行教授 （中古・中世韻文学）

和田琢磨教授 （中世文学）

池澤一郎教授 （近世文学）

河野貴美子教授（和漢比較文学）



専任教員 近現代文学

宗像和重教授（明治・大正文学）

鳥羽耕史教授（昭和・現代文学）

坪井秀人教授（近代詩・近現代文学、文化史）

田部知季講師（近代俳句、明治・大正文学）



演習について

コースに進級した２年次は、古典文学・近現代文学・
日本語学という３つの演習を春秋各期に受講します。

日本語日本文学を体系的に学ぶために重要となる３
大分野のそれぞれについて、調べ、考え、発表し、討
論を行なうスキルを身につけます。

３年次には、上記から各自が関心をもつ分野を１つに
しぼり、演習を選択します。

４年次には卒論演習が設置されており、担当教員に
よる個別的な指導が行なわれます。



文学部日本語日本文学コースの
（必修）履修科目数

２年 ３年 ４年

学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

演習
ガイダンス登録

３ ３ １ １ １ １

研究
自動登録

１ １ ２ ２

選択講義
Web科目登録

５（以上）

卒論 ◎ 提出



日本語日本文学演習（必修）
ガイダンス登録（卒論演習を除く） ＊2023年3月8日15時まで

２年 ３年 ４年

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

演習１
A～D
古典文学

演習４
A～D
古典文学

演習７

A古典文学
B近代文学
C現代文学
D日本語学

演習８

A古典文学
B近代文学
C現代文学
D日本語学

演習９

卒論演習
各指導教員

演習１０

卒論演習
各指導教員

演習２
A～D
近現代文学

演習５
A～D
近現代文学

演習３
A～D
日本語学

演習６
A～D
日本語学



専門講義

２年 ３年 ４年

春期 秋期 春期 秋期 春期 秋期

研究１
上代文学

研究２
中古文学

研究４
近世文学

研究３
中世文学

研究５
近代文学

研究６
日本語学

２年 ３年 ４年

５科目必修

日本語日本文学研究（必修） 自動登録

選択講義（選択必修）次掲 Web科目登録



選択講義＝ブリッジ科目（２～４年配当）

日本語日本文学特論１
日本語日本文学特論２
日本語日本文学特論３
日本語日本文学特論４

日本語学概論１
日本語学概論２
日本語史１
日本語史２
日本文法１
日本文法２

日本文学概論１
日本文学概論２

日本文学史１（上代文学）
日本文学史２（中古文学）
日本文学史３（中世文学）
日本文学史４（近世文学）
日本文学史５（近代文学）
日本文学史６（現代文学）



ブリッジ科目（１～４年配当）
神話と伝説の世界

物語文学の世界

和歌文学の世界

鎌倉・室町の文学

近世小説と俳諧

近代の文学と文化

現代の文学と文化１

現代の文学と文化２

日本語の文化史

 くずし字を学ぶ

日本の文学論



【２】
日本語日本文学演習
（必修）の選択について



演習（必修）の選択
 新２年生・新３年生の全員、および新４年生以上で３年までの演習に未取
得単位のある人は、新年度の科目登録の前に、演習（必修）の希望順位
を選択してください。

 できるだけ希望に沿って、コースで振り分けをおこないますが、一科目あ
たりの人数の関係で希望通りにならない場合がありますので、了承してく
ださい。設置されている科目は、いずれも専門課程の研究を進めるうえで
有益なものばかりです。

 選択に重複がある場合や、回答がない場合は、希望順位なしとして振り
分けをおこないます。

 次に、各学年ごとに希望順位の選択の方法を説明します。いずれの場合
も、３月８日（水）１５時までに希望順位を提出してください。最終的に決定
した演習は、科目登録の際に発表されます。



新２年生
・古典文学（春学期演習１・秋学期演習４）

近現代文学（春学期演習２・秋学期演習５）

日本語学（春学期演習３・秋学期演習６）

のＡ～Ｄのなかから、それぞれ１科目を選択、履修します。

・たとえば、春学期に古典文学の演習１Ａを受講した人は、秋
学期は同じ先生の演習４Ａを受講することになります。

・古典文学、近現代文学、日本語学のそれぞれA～Dについて、
第一希望から第四希望まで選んでください。

・各領域の演習は、基本的に同じ時間帯に配置されますが、別
の時間帯の授業もありますので、シラバスで確認して下さい。



新２年生（つづき）

WasedaMoodleの左上のタブが「すべて」になっている
ことを確認し、科目一覧から「日本語日本文学コース２
年生（2023年度）」にアクセスし、その中に設置された
「演習登録」アンケートに回答して下さい。締切は３月8
日（水）１５時です。

※古典文学領域、近現代文学領域、日本語学領域の
それぞれA～Dについて、第一希望から第四希望まで
選びます（重複がある場合や回答がない場合は、希望
順位なしとして振り分けます）。



新３年生（現２年生）

…2年演習の単位を全て取得した人

WasedaMoodleの２０２２年度コース一覧から「日本語日本文学
コース２年生（２０２２年度）」にアクセスし、その中に設置された３年
用の「演習７・８登録用」アンケートに回答して下さい。締切は３月８
日（水）１５時です。

※「日本語日本文学コース３年生（２０２３年度）」ではありませんの
で、注意してください。
※演習A～Dについて、第一希望から第四希望まで選びます（重
複がある場合や回答がない場合は希望順位なしとして振り分けま
す）。
※「演習１～６登録用」には回答しない。



新３年生（現２年生）

…2年演習に未取得単位のある人

 WasedaMoodleの２０２２年度コース一覧から「日本語日本文学コー

ス２年生（２０２２年度）」にアクセスし、その中に設置された３年用の
「演習７・８登録用」アンケートに回答します。※第一希望から第四
希望まで選ぶこと（重複がある場合や回答がない場合は希望順位
なしとして振り分けます）。

 「演習１～６登録用」アンケートについて、未取得の領域のみ第一
希望から第四希望まで回答します。

※選択肢では春学期（１～３）と秋学期（４～６）をセットにしてあるが、
片方だけが未取得の場合も気にせず回答すること。回答しない場合
は希望順位なしとして振り分けます。

※いずれも締切は３月８日（水）１５時です。



新４年生（現３年生）

…２、３年演習の単位を全て取得した人

２、３年演習の単位をすべて取得した人は、
今回は手続きの必要はありません。４年生の
卒論演習については、すでに選択、仮指導
を経て、決定しています。



新４年生（現３年生）

…２、３年演習に未取得単位のある人

 WasedaMoodleの２０２２年度コース一覧から「日本語日本文

学コース３年生（２０２２年度）」にアクセスし、その中に設置さ
れた「演習１～６登録用」と「演習７・８登録用」アンケートのう
ち、未取得のものについて第一希望から第四希望まで回答
します。

※「日本語日本文学コース４年生以上（２０２３年度）」ではありません。

※選択肢では春学期（１～３、７）と秋学期（４～６、８）をセットに
してあるが、片方だけが未取得の場合も気にせず回答すること。
回答がない場合は希望順位なしとして振り分けます。締切は３
月８日（水）１５時です。



現４年生以上

…２，３年演習に未取得単位のある人
 WasedaMoodleの２０２２年度コース一覧から「日本語日

本文学コース４年生以上（２０２２年度）」にアクセスし、そ
の中に設置された「演習１～６登録用」と「演習７･８登録
用」アンケートのうち、未取得のものについて第一希望か
ら第四希望まで回答します。

※「日本語日本文学コース４年生以上（２０２３年度）」ではありません。

※選択肢では春学期（１～３、７）と秋学期（４～６、８）をセッ
トにしてあるが、片方だけが未取得の場合も気にせず回答
すること。回答がない場合は希望順位なしとして振り分け
ます。締切は３月８日（水）１５時です。



【３】
演習担当教員と
授業の概要の紹介

＊３月４日（土）から新年度のWebシラバスが

公開される予定ですので、あわせて参照して
ください。



２年に配当されている演習

古典文学（春学期演習１・秋学期演習４）、
近現代文学（春学期演習２・秋学期演習５）、
日本語学（春学期演習３・秋学期演習６）、

各領域のＡ～Ｄのなかから、それぞれ１科目
を選択、履修します。

演習は、専任教員と各分野の専門家の非常
勤の教員が担当します。



２年生演習１Ａ・ ４Ａ（甲斐温子）
 甲斐先生は『万葉集』などの上代文学が専門。

 １Ａでは『万葉集』の初期の作品を読みながら、『万葉集』を読
むための基礎的な知識、注釈書、読解するうえで有益な基礎
文献等について学ぶ。

 ４Ａでは、応用編として、『万葉集』巻二に収められたから相聞
歌・挽歌のなかから一人一首ずつ担当し、発表してもらう。注
釈書を中心に先行研究をまとめるとともに、質疑応答を通して、
万葉集歌を解釈するためのより専門的な知識や技術を身につ
けてもらう。



２年生演習１Ｂ・ ４Ｂ（兼築信行）
 兼築先生は平安～鎌倉時代の和歌、特に藤原定家を中心
に研究しており、中古・中世の韻文が専門。

 １Bでは、前近代の和歌を読解するのに必要なツール、デー
タベースや文献を使いこなし、解釈を行い、注釈が書けるよ
うになることを目指す。とくに題詠の機制を理解するため、
各自が短歌を詠み、発表（披講）する活動も行いたい。

 ４Bでは、平安～鎌倉時代の歌書を輪読する。読む作品は
受講生と相談のうえ決定するが、2022年度は新古今時代の
歌合（仙洞十人歌合）を取り上げた。また最後には、受講生
作品により実際に歌合（短歌バトル）を行った。



２年生演習１Ｃ・ ４Ｃ（池澤一郎）
 池澤先生は近世の漢詩文や俳諧などの韻文が專門。

 １Ｃでは柏木如亭『詩本草』（漢詩文で綴られた美食紀行
文）と戊辰戦争時の東北諸藩の漢詩文を扱う。

 ４Ｃでは原古処「読源語五十四首」と成島稼堂「紫史吟
詠」（いずれも源氏物語の批評を漢詩で詠じた連作）と頼
山陽の漢詩文を扱う。

 参加者諸君が、入学前に抱いた漢詩・漢文への興味と関
心、読解力を深化向上させ、各位に過去の日本人が漢
詩漢文に関して極めて高いリテラシーを備えていたこと
を認識していただくことを期する演習。



２年生演習１Ｄ・ ４Ｄ（岩城賢太郎）
 岩城先生の専門は、源平合戦を扱う中世の軍記物語（『平治物語』、『平家物

語』、『源平盛衰記』等）を典拠とする古典芸能（能・狂言、浄瑠璃、等）の作
品研究。

 １Dでは『保元物語』を取り上げ、流布本（近世期の版行本）から幾つかの章

段を取り上げ、同物語の古態本の本文や他系統の本文と比較分析しながら、
読み進めて行く。また、『保元物語』に関連する中世芸能（能・狂言）の作品に
ついても検討する。

 ４Dでは『平治物語』を取り上げ、流布本から幾つかの章段を取り上げ、同物

語の古態本の本文や他系統の本文と比較分析しながら、読み進めて行く。ま
た、『平治物語』に関連する中世・近世芸能（幸若舞曲、浄瑠璃）の作品につ
いても検討する。



２年生演習２Ａ・ ５Ａ（田部知季）
 田部先生は明治期の韻文、特に俳句が専門。

 ２Aでは、近代文学研究の基礎を学んだうえで、泉鏡花「夜行巡査」、
正岡子規の写生文、田山花袋「蒲団」、自然主義隆盛期の評論、
萩原朔太郎『月に吠える』、横光利一「頭ならびに 腹」「七階の運
動」、岡本かの子「老妓抄」、太宰治「女生徒」、安岡章太郎「ガラス
の靴」、三島由紀夫「橋づくし」、倉橋由美子「パルタイ」を扱う。

 ５Aでは、『新体詩抄』、山田美妙「蝴蝶」、国木田独歩「号外」、平塚
らいてう「元始、女性は太陽であった」、森鷗外「阿部一族」、永井
荷風「花火」、佐多稲子「キャラメル工場から」、谷崎潤一郎「蘆刈」、
桑原武夫「第二芸術―現代俳句について」、堀田善衛「広場の孤
独」、 黒井千次「時間」 を扱い、「歴史」という観点から近代文学に
ついて考える。



２年生演習２Ｂ・ ５Ｂ（鳥羽耕史）
 鳥羽先生は近現代文学、安部公房らの戦後文化運動、映画・ラジオ
などのメディア研究が専門。

 ２Ｂでは、「戦後」文学の名作を読むというテーマで、志賀直哉「灰色
の月」、安部公房「デンドロカカリヤ」、大江健三郎「死者の奢り」、大城
立裕「カクテル・パーティー」、古井由吉「円陣を組む女たち」、林京子
「ギヤマンビードロ」、村上春樹「パン屋再襲撃」、笙野頼子「タイムス
リップ・コンビナート」、松浦理英子「裏ヴァージョン」、角田光代「橋の
向こうの墓地」、多和田葉子「献灯使」を扱う（変更もあり得る）。

 ５Ｂでは、映画化された文学というテーマで、伊藤左千夫「野菊の墓」、
川端康成「伊豆の踊子」、大岡昇平「野火」、芝木好子「洲崎パラダイ
ス」、大江健三郎「飼育」、三島由紀夫「黒蜥蜴」、安部公房「砂の女」、
山口瞳「江分利満氏の優雅な生活」、野坂昭如「火垂るの墓」、宮本
輝「泥の河」、吉本ばなな「キッチン」、村上春樹「ドライブ・マイ・カー」
を扱う（変更もあり得る）。



２年生演習２Ｃ・ ５Ｃ（井上 優）

 井上先生は森鷗外を中心に近現代文学が専門。

 ２Ｃでは、森鷗外『雁』、坂口安吾『夜長姫と耳男』、三島
由紀夫『橋づくし』、川端康成『片腕』、樋口一葉『たけくら
べ』を扱い、近現代文学研究の基礎的なアカデミック・ス
キルと言語フィクションの多様な分析方法を習得する。

 ５Ｃでは、夏目漱石『夢十夜』、泉鏡花『草迷宮』、森鷗外
『金毘羅』、谷崎潤一郎『少年』、佐藤春夫『西班牙犬の
家』、芥川龍之介『地獄変』、内田百閒『冥途』を扱い、幻
想文学の考察から言語フィクションの特質を探る。



２年生演習２Ｄ・ ５Ｄ（吉野泰平）
 吉野先生は松本清張、近現代文学・文化が専門。

 ２Dでは大正期から昭和戦前期の小説を扱う。講義・講読を

通して研究の基本を学び、個人発表を行う。（宮沢賢治「オツ
ベルと象」、志賀直哉「范の犯罪」、江戸川乱歩「屋根裏の散
歩者」、井伏鱒二「山椒魚」、太宰治「女生徒」など）

 ５Dでは大正期から現代までの様々な角度から社会を描いた

小説を扱う。個人発表を通して小説を論じる方法を実践的に
学ぶ。（芥川龍之介「河童」、吉屋信子「花物語」、小林多喜二
「蟹工船」、中島敦「光と風と夢」、松本清張「ある小官僚の抹
殺」、目取真俊「魂込め」、村田沙耶香「コンビニ人間」など）



２年生演習３Ａ・ ６Ａ（木村義之）
 木村先生は明治期の語彙、辞書などが専門。

 ３Ａでは、坪内逍遙『一読三嘆 当世書生気質』を対象と
して、当期の表記、本文異同（初版本と『逍遙選集』所収
本文）について調査し、漢字表記と漢語について考察を
加える。

 ６Ａでは、坪内逍遙『一読三嘆 当世書生気質』を対象と
して、外来語について現代語との用法の違い、外国語の
訳語について、幕末～20世紀初頭の対訳辞書を用いた
調査などを通じて、考察を加える。



２年生演習３Ｂ・ ６Ｂ（澤崎 文）
 澤崎先生は古代日本語の文字・表記が専門。

 ３Ｂでは、『万葉集』の各巻の歌を輪読しつつ、そこに表れた文
字・表記に注目し、日本語学における資料の扱い方や調査・
報告のしかたなどを学ぶ。

 ６Ｂでは、まず上代日本語における日本語学上で重要なキー
ワードとなる項目について、グループ単位で検討をおこなう。
そこからさらに各自の興味に従って、個別に『万葉集』を対象
とした調査・報告をすることで、日本語学的な問題点のありか
や問いの立て方などを学ぶ。キーワードの例としては、「上代
特殊仮名遣」「訓仮名」「指示詞」などがある。



２年生演習３Ｃ・ ６Ｃ（上野和昭）

 上野先生は日本語の音韻、方言や文献から辿るアクセ
ントの歴史が専門。

 ３Ｃでは『シリーズ日本語探求法 音声・音韻探求法』とい
うテキストの輪読を通して、身近な音声・音韻を観察し、
歴史的な知識も学習する。

 ６Ｃでは受講者が自分で、古典語または現代語（方言）

の音（オン）について調査し発表する。さらにディスカッ
ションによって理解を深める。



２年生演習３Ｄ・ ６Ｄ（松永修一）
 松永先生は方言学、社会言語学、コミュニティデザインが
専門。

 ３Ｄでは、日本語の多様性を「方言」から読み解き、現代
の日本語社会において「方言」が身近な存在であること
に気づき、日本語学研究の視点と考察の仕方を「対話型
の学び」のスタイルで体験的に学ぶ。

 ６Ｄでは、「方言研究」が社会的課題の解決のためにどの
ように活用されているかを、プロジェクト型のケーススタ
ディーとして学び、学生の希望があればフィールドワーク
も実施予定。



３年に配当されている演習

古典文学（Ａ）、

近代文学（Ｂ）、

現代文学（Ｃ）、

日本語学（Ｄ）、

このなかから、１科目を選択、履修します。



３年生演習7A・8A（陣野英則・小泉咲）

 陣野・小泉両先生はいずれも平安時代文学、特に『源氏
物語』などの物語文学が専門。

 7A（陣野）では、平安時代の和文を読み解くための知識、
方法などを確認しつつ、『更級日記』を精読する。

 8A（小泉）では、『源氏物語』を読むために必要な知識と

文献などを確認しつつ、『源氏物語』「絵合」巻を精読す
る。



３年生演習７Ｂ・ ８Ｂ（宗像和重）
 宗像先生は森鷗外などの明治大正文学が専門。

 ７Ｂでは、前半に夏目漱石『坊っちゃん』を取り上げ、後半
は、『日本近代短篇小説選 明治篇２』によって、志賀直
哉「剃刀」、谷崎潤一郎「秘密」など明治文学の新しさ・面
白さを再発見したい。

 ８Ｂでは、『日本近代短篇小説選 大正篇』によって、芥
川龍之介「奉教人の死」など、大正文学の多彩な個性か
ら生まれた小説群を読み解くとともに、各自の卒業論文
に向けた準備ができるようにしたい。



３年生演習７Ｃ・ ８Ｃ（坪井秀人）
 坪井先生は近代詩、近代小説など、近現代の日本語文学と
近代日本文化史が専門。

 この演習では、文芸雑誌『群像』に掲載された戦後の重要な
短篇小説を読解し、小説テクストの分析方法と批判理論の適
用について学ぶ。今年度は1970年代から90年代にかけての
作品を取り上げる。

 
 ７Ｃでは三浦哲郎「拳銃」、林京子「空罐」、後藤明生「ピラミッ
ドトーク」、などを読む。

 ８Ｃでは丸谷才一「樹影譚」、津島佑子「ジャッカ・ドフニ」、多
和田葉子「ゴットフリート鉄道」などを読む。



３年生演習７Ｄ・ ８Ｄ（森山卓郎）

 森山先生は現代日本語の文法や表現が専門。

 ７Ｄでは、類義語および類義表現の違いを考える。また、いわゆる曖
昧な語や表現について、その意味を考える。こうしたことで、実践的
な言葉の分析の力を身につける。

 ８Ｄでは、「いいなあ」「おもしろいなあ」という表現の奥に、どのような
「言葉の仕組み」が関わっているかを考えてみたい。あわせて、わかり
にくい文や文章について、どうわかりにくいのか、どういう誤解をしてし
まうのか、どうすれば防げるのか、をも取り上げたい。



【４】

日本語日本文学コース室、
学生研究班活動、
日文合宿、連絡先など



日本語日本文学コース室
 ３９号館 ５階 ２５１９研究室

…同フロアにコース専任教員の個人研究室

原則平日の午後開室…講師・ＴＡが在室
各種の問い合わせや相談窓口
新着専門雑誌の閲覧
国文学会 学生研究班活動等の情報
＊春季休業期間は毎週水曜日12:00-17:00に開室

http://www.waseda.jp/bun-nihon-go-bun/



学生研究班紹介
学生の自主的な研究組織。

万葉集研究班、古事記研究班、源氏物語研究班、和漢
比較・比較文化研究班、新古今研究班、中世和歌の会、
俳諧研究班、近世漢詩研究班、手紙の会、近代作品研
究班、現代文学・文化研究班、日本語学（国語学）研究
班、日本語文法研究班など。

興味のある人はコース室へ問い合わせを。



日文合宿について
２０１８年度までは、学生幹事が主体となって、夏休みの時期に、
軽井沢セミナーハウスにて、１泊２日の合宿を実施してきた。

２０１９年度は伊豆川奈セミナーハウスで２泊３日の合宿を計画
したが、台風でキャンセルになった。

２０２０年度以降は、コロナの状況を踏まえて中止。２０２３年度の
実施については未定。



問い合わせについて
 質問等があれば、日本語日本文学コース室、または主任
の宗像和重（近代文学）まで。

 研究室 ３９号館５階２５１３研究室
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